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展覧会が週末に差し迫る１１月１１日（火）に、本校にて学校運営委員会が実施されました。会の後には、委員の方々に展覧会会場を見ていただきました。
令和７年度　学校運営委員・事務局の紹介（敬称略）〈委員長〉細越　淳二　（国士舘大学　教授）　　　　　佐藤　芳秋　（学校支援コーディネーター）
戸﨑　啓一　（元ＰＴＡ会長）
廣川　哲　　（地域関係者）　　　　　　　　　　　　吉田　太一　（オヤジの会会長）
佐々木　潤　（元オヤジの会会長）　　　　　　　　　中村　千里　（ＰＴＡ会長）　　　　　　
佐藤　弘典　（本校　校長）
〈事務局〉寺西　智恵　（副校長）　金井　雅弘（主幹教諭）　小関　智子（主幹教諭）







【学校運営委員会報告】
１　校長あいさつ
　　ずいぶん寒くなってまいりました。本日は、学校評価と展覧会について話していただきたいと思います。
　　先日、５年生と川場移動教室に行ってきました。社会科の農業や林業の学習と川場でのこんにゃく作りや村巡りの体験がつながって、とても有意義な２泊３日でした。令和９年度の新学習指導要領へ向け、子どもには発達段階に応じた社会が変わる経験を今後もさせていきたいです。
　　また、校内研究では自立した学び手の育成を目指しています。幼少期には遊びの中で知識構築をしていくという考え方を大切にし、それを教員の中では「ASOまな」という言葉で表しています。
２　副校長：学校評価アンケートの回答をお願いします。委員の方は地域の枠で回答してください。
３　質疑応答
　　委員A：「ASOまな」という考え方や勉強の仕方が私たちのときにはなかったので楽しみです。
　委員B：近隣校ではインフルエンザが流行っていますが、城山小は少ないと思います。子どもは川場移
動教室がとても楽しかったようです。 
　　委員C：若林児童館の子ども祭りで子どもたちが考案したゲームをやっていたのがよかったです。展覧
会の共同作品などで子どもたちの発想力を見るのが楽しみです。
　　委員D：今の時代は、大人に主体性がなかったり、個になりがちでコミュニティーが成り立っていなか
ったりするので、子どもたちのために何をすべきなのか考えさせられます。また、AIを活用す
る時に言語がとても大事だと改めて思いました。情報の真偽を見抜けません。アナログも
大事ですね。
　　委員E：大人はアナログとデジタルの両方を知っていますが、今の子たちはデジタルで育っている世代なので、アナログ（体を動かす、火を熾すなどの実体験）なしに、どのように物事を習得していっているのかが分からないですね。
　　委員長：言葉もそうですね。大人が正しい日本語を知っていて崩して使うのと、子どもたちが知らないまま崩して使っているのでは違います。学校はそういうことを教える場であってほしいです。また、今の子たちは失敗はだめだと思っているので、「学校でできる失敗」をたくさんしてほしいですね。

　　＊その他、展覧会の作品を鑑賞し、様々なご意見をいただきました。
　　
３　次回開催日程　
１２月２日（火）１８：００～　
